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熊
本
県
の
西
北
端
に
位
置
し
、
南
は
玉
名
市
及
び
玉
名
郡
長
洲
町
に
、
東
は
玉
名
市
及
び
南

関
町
に
、
北
は
福
岡
県
大
牟
田
市
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
、
西
は
有
明
海
に
面
す
る
、
人
口
五
五
、

三
二
一
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）
、
面
積
約
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
あ
る
。

　

地
勢
は
、
東
部
に
標
高
五
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
小
岱
山
を
擁
し
、
こ
の
小
岱
山
を
東
端
と
し

て
、
西
へ
な
だ
ら
か
な
丘
陵
が
起
伏
し
、
有
明
海
へ
と
続
く
。
こ
の
間
に
万
田
山
、
屋
形
山
、

四
ツ
山
を
は
じ
め
と
す
る
緑
に
包
ま
れ
た
丘
陸
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

河
川
は
、
関
川
、
浦
川
、
菜
切
川
、
行
末
川
を
主
要
河
川
と
し
て
小
岱
山
か
ら
西
流
あ
る
い

は
南
流
し
、
い
ず
れ
も
有
明
海
に
注
い
で
い
る
。

　

農
業
は
、
丘
陵
地
で
は
特
産
の
「
荒
尾
梨
」
や
み
か
ん
、
ス
イ
カ
、
河
川
流
域
の
平
坦
地
で

は
、
米
が
栽
培
さ
れ
、
水
産
業
で
は
、
広
大
な
干
潟
で
、
遠
浅
を
生
か
し
た
海
苔
養
殖
や
ア
サ

リ
採
貝
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

明
治
以
降
、
当
地
域
は
、
三
池
炭
坑
及
び
そ
の
関
連
産
業
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
が
、
近
年

は
、
「
石
炭
の
ま
ち
」
か
ら
、
西
日
本
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
、
滞
在
型
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
の
形
成
や
、
商
業
施
設
の
充
実
な

ど
の
ソ
フ
ト
産
業
へ
の
転
換
を
進
め
、
宅
地
の
造
成
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
し
、
住
み

よ
い
ま
ち
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

名
所
旧
跡
と
し
て
は
、
孫
文
の
三
民
主
義
と
中
国
辛
亥
革
命
に
影
響
を
与
え
た
、
宮
崎
八

郎
、
民
蔵
、
彌
蔵
、
寅
蔵
（
滔
天
）
の
宮
崎
兄
弟
の
生
家
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
、
三
井
三

池
炭
鉱
旧
万
田
坑
施
設
、
江
戸
時
代
の
岩
本
番
所
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
関
川
に
架
け
ら
れ
た
石

造
眼
鏡
橋
で
あ
る
、
岩
本
橋
、
平
安
時
代
の
末
頃
、
平
清
盛
の
長
男
、
平
重
盛
の
祈
願
寺
と
し

て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
賀
庭
寺
古
塔
群
、
肥
後
野
原
荘
の
地
頭
・
小
代
氏
の
菩
提
寺
と

し
て
、
法
然
上
人
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
弁
智
上
人
に
よ
り
建
治
二
年
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

浄
業
寺
古
塔
群
、
加
藤
清
正
が
築
い
た
赤
田
湖
、
小
岱
山
県
立
公
園
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
伝

統
的
工
芸
品
と
し
て
「
小
代
焼
」
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
が
海
岸
線
を
南
北
に
走
り
、
市
内
に
は
、
荒
尾

駅
と
南
荒
尾
駅
の
二
駅
を
擁
し
て
い
る
。
道
路
は
、
市
の
中
心
部
を
走
る
国
道
二
〇
八
号
と
海

岸
部
を
走
る
国
道
三
八
九
号
を
軸
に
、
県
道
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
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荒
尾
の
地
名
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
文
献
に
荒
尾
の
地
名
が

出
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
で
あ
る
。
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
六
月
二
三
日
、
小
代
重
俊
が

地
頭
職
に
補
せ
ら
れ
、
肥
後
国
玉
名
郡
野
原
荘
を
賜
わ
り
、
小
岱
山
筒
ケ
岳
築
城
し
て
以
来
、

小
代
氏
が
代
々
（
一
二
四
七
～
一
五
八
二
）
荒
尾
郷
を
領
し
た
が
、
小
代
重
俊
の
三
男
泰
経
は

荒
尾
八
郎
左
衛
門
尉
と
称
し
て
荒
尾
村
（
現
荒
尾
市
荒
尾
）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

荒
尾
市
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
三
月
の
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
は
、
長
洲

町
と
の
一
市
一
町
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
た
が
、
長
洲
町
は
玉
名
市
を
軸
と
し
た
合
併
協
議

を
志
向
し
、
ま
た
、
南
関
町
、
菊
水
町
、
三
加
和
町
と
い
っ
た
玉
名
郡
北
部
の
町
も
同
様
の
姿

勢
を
見
せ
た
。
荒
尾
市
は
こ
れ
に
は
追
従
せ
ず
、
玉
名
郡
市
一
市
八
町
の
協
議
を
見
守
る
立
場

と
な
っ
た
。

　

荒
尾
市
内
に
は
、
隣
接
す
る
福
岡
県
大
牟
田
市
と
の
合
併
を
志
向
す
る
声
も
強
く
、
平
成
一

四
年
九
月
に
は
、
大
牟
田
市
か
ら
周
辺
市
町
へ
の
合
併
研
究
会
立
ち
上
げ
の
打
診
が
あ
り
、
荒

尾
市
は
こ
れ
に
賛
意
を
示
し
た
が
、
他
市
町
の
足
並
み
が
揃
わ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
荒
尾
市
は
具
体
的
な
合
併
協
議
に
参
加
す
る
に
は
至
ら
ず
、
平
成
一
五
年
度
に
は
、

合
併
検
討
の
気
運
は
表
面
上
は
終
息
し
た
。
（
第
二
編
「
荒
尾
・
玉
名
地
域
」
参
照
）

二　

市
名
の
由
来

三　

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

四　

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

１　

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革
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（
一
） 

荒
尾
市 

宝
治
元
年
、
小
代
重
俊
が
野
原
荘
（
現
在
、
荒
尾
市
、
長
洲
町
）
の
地
頭
職
に
補
せ
ら
れ

て
以
来
、
天
正
一
七
年
（
一
五
八
二
）
ま
で
、
約
四
〇
〇
年
間
一
三
代
に
わ
た
っ
て
、
小
代

氏
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
、
細
川
氏
の
所
領
と
な
り
、
同
一
一
年

に
手
永
制
が
設
け
ら
れ
た
。
荒
尾
手
永
会
所
は
、
長
洲
町
に
置
か
れ
、
現
在
の
荒
尾
市
と
長

洲
町
を
管
轄
し
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
、
荒
尾
地
区
は
、
白
川
県
第
八
大
区
第
三
、
四
小
区
に
属

し
、
戸
長
に
よ
っ
て
政
治
が
行
な
わ
れ
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、

上
平
山
、
平
山
、
上
井
手
、
本
井
手
、
下
井
手
の
五
か
村
、
府
本
、
樺
、
金
山
の
三
か
村
、

野
原
、
川
登
、
菰
屋
の
三
か
村
、
増
永
、
一
部
、
蔵
満
の
三
か
村
、
荒
尾
、
宮
内
、
宮
内
出

目
、
大
島
、
万
田
、
原
万
田
の
六
か
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
一
行
政
区
域
と
し
て
戸
長
役
場
の
統

治
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
二
年
、
町
村
制
施
行
に
際
し
て
合
併
が
行
な
わ
れ
、

平
井
村
、
府
本
村
、
八
幡
村
、
有
明
村
、
荒
尾
村
が
設
置
さ
れ
た
。
荒
尾
村
は
、
三
四
年
、

三
井
万
田
炭
鉱
の
開
鉱
に
よ
り
次
第
に
鉱
業
従
事
者
が
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
周
辺
の
商

工
業
も
発
達
し
て
き
た
が
、
四
五
年
一
月
、
国
鉄
万
田
駅
の
開
設
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
村
勢

は
盛
ん
に
な
り
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
、
町
制
を
施
行
し
た
。
そ
の
後
、
四
ツ
山

炭
鉱
の
開
鉱
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
発
展
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和
に
入
っ
て
、
関
連
化
学

工
場
が
建
設
さ
れ
る
と
、
農
業
、
鉱
業
の
町
か
ら
、
重
化
学
工
業
の
都
市
と
か
わ
り
、
昭
和

一
七
年
（
一
九
三
二
）
荒
尾
町
と
前
記
四
か
村
が
合
併
し
て
荒
尾
市
と
な
っ
た
。 

（
二
） 

清
里
村 

旧
藩
時
代
は
、
荒
尾
市
と
同
様
に
、
荒
尾
手
永
惣
庄
屋
の
管
轄
に
属
し
、
管
下
村
に
庄
屋

が
い
て
治
政
を
行
な
っ
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
大
小
区
制
の
下
で
は
水
島
、
小
野
、
牛
水
、
梅
田
、
高
浜
の

五
か
村
は
第
八
大
区
、
第
二
小
区
を
な
し
た
。
同
九
年
小
野
村
と
水
島
村
が
合
併
し
て
水
野

村
と
な
り
、
同
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
伴
い
、
高
浜
、
梅
田
、
牛
水
、
水
野

の
四
か
村
が
一
行
政
区
と
な
り
、
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
。
そ
の
後
は
、
区
域
の
変
更
は
な

く
、
二
二
年
町
村
制
実
施
の
際
に
、
こ
の
四
か
村
が
合
併
し
て
清
里
村
と
な
っ
た
。 

 

２ 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯 

昭
和
二
八
年
一
〇
月
五
日
、
県
は
、
長
洲
町
、
清
里
村
お
よ
び
腹
赤
村
の
三
か
町
村
合
併
の

試
案
を
示
し
た
が
、
関
係
町
村
当
局
で
は
六
栄
村
を
加
え
た
四
か
町
村
合
併
の
方
向
で
話
合
い

を
進
め
、
清
里
村
当
局
は
、
二
九
年
一
月
頃
か
ら
、
こ
の
四
か
町
村
合
併
案
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
清
里
村
と
荒
尾
市
と
は
、
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
交
通
網
の
発
達
、

そ
の
他
に
よ
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
な
お
、 

一 

財
政
力
は
市
の
方
が
大
き
く
、
消
費
拡
大
に
プ
ラ
ス
に
な
る
。 

二 

住
民
税
は
荒
尾
市
が
安
い
。 

三 

失
対
事
業
に
伴
う
効
果
を
受
け
や
す
い
。 

四 

教
育
予
算
が
多
額
に
な
り
、
教
育
面
に
プ
ラ
ス
に
な
る
。 

五 

日
雇
労
働
者
、
給
与
生
活
者
の
地
減
給
を
得
る
に
も
有
利
で
あ
る
。 

六 

消
防
団
の
組
織
拡
大
と
土
木
事
業
の
推
進
力
、
生
産
の
増
進
力
、
社
会
保
障
制
度
、
保

健
衛
生
施
設
が
強
大
と
な
る
。 

七 

有
能
な
人
物
を
役
員
に
選
出
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
。 

八 

米
の
供
出
量
が
荒
尾
市
の
方
が
少
な
い
。 

九 

大
牟
田
市
と
の
上
水
道
問
題
の
交
渉
は
、
荒
尾
市
と
合
併
す
れ
ば
有
利
に
な
る
。 

と
の
判
断
か
ら
、
荒
尾
市
へ
の
合
併
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
清
里
村
議
会
の
意
向
は
、
荒
尾

市
編
入
に
賛
成
す
る
議
員
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
ま
た
、
村
内
有
志
一
三
〇
人
か
ら
な
る
促
進
協

議
会
に
お
い
て
も
荒
尾
市
編
入
の
意
見
が
大
多
数
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
村
当
局
は
、
従
前
の

四
か
町
村
合
併
を
荒
尾
市
編
入
の
方
針
に
改
め
、
村
長
が
、
荒
尾
市
長
に
清
里
村
の
荒
尾
市
編

入
の
希
望
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
荒
尾
市
側
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
と
の
回
答
を
得
た
の
で
、

清
里
村
は
、
二
九
年
一
二
月
一
五
日
、
正
式
に
編
入
条
件
を
申
し
入
れ
た
。 

一
方
、
荒
尾
市
で
は
、
一
二
月
一
二
日
、
非
公
式
の
合
併
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
合
併
問

題
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
、 

一 

大
牟
田
市
と
の
合
併 

二 

長
洲
町
、
清
里
村
の
編
入 

こ
の
二
つ
の
合
併
案
を
検
討
し
た
結
果
、
大
牟
田
市
は
、
高
田
村
と
の
合
併
が
こ
じ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
際
、
同
市
と
合
併
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、 

一 

県
を
異
に
す
る
大
牟
田
市
と
の
合
併
は
、
行
政
的
に
も
、
大
き
な
困
難
が
あ
る
の
で
、

将
来
の
問
題
に
す
る
こ
と
と
し
、
当
面
は
清
里
村
を
編
入
し
て
行
政
面
積
を
大
き
く
し
て

お
く
こ
と
が
よ
い
。 

二 

海
岸
線
を
行
政
管
内
に
有
す
れ
ば
、
将
来
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
い
。 
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三 

都
市
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
発
展
す
る
。 

四 
上
水
道
の
関
係
が
深
い
。 

な
ど
の
理
由
か
ら
、
清
里
村
と
合
併
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
し
か
し
、

清
里
村
内
に
は
、
荒
尾
市
編
入
に
つ
い
て
、
強
固
な
反
対
論
が
あ
っ
た
た
め
、
一
二
月
一
五
日
、

一
七
日
に
、
賛
成
派
、
反
対
派
か
ら
、
相
前
後
し
て
荒
尾
市
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
要
望
書

を
送
り
、
賛
成
派
も
、
一
時
は
反
対
派
の
意
見
に
同
調
し
て
、
一
度
市
に
提
出
し
た
要
望
書
を

取
り
下
げ
る
一
幕
も
あ
る
な
ど
、
以
後
七
か
月
に
わ
た
っ
て
清
里
村
の
去
就
を
め
ぐ
る
両
派
の

対
立
が
続
い
た
。
し
か
し
村
長
ほ
か
賛
成
派
の
決
意
は
固
く
、
三
〇
年
一
月
中
旬
に
荒
尾
市
編

入
関
係
議
案
審
議
の
臨
時
村
議
会
を
開
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
反
対
派
は
、
議
決
数
で
劣

っ
て
い
た
の
で
（
賛
成
議
員
一
〇
、
反
対
議
員
四
）
、
議
場
附
近
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
あ
る
い

は
気
勢
を
あ
げ
て
、
議
会
を
流
会
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
の
間
県
、
地
方
事
務
所
か
ら
は
、
円
満

解
決
の
た
め
調
停
が
な
さ
れ
た
が
、
村
側
は
、
同
二
〇
日
、
議
場
を
荒
尾
市
日
ノ
出
区
余
田
説

教
所
に
設
け
、
賛
成
派
議
員
一
〇
人
出
席
の
も
と
に
議
会
を
開
き
、
荒
尾
市
編
入
を
議
決
し
、

同
二
二
日
、
荒
尾
市
に
正
式
に
編
入
を
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
荒
尾
市
議
会
で
は
、

二
五
日
、
非
公
式
の
合
併
調
査
委
員
会
を
正
式
の
編
入
特
別
委
員
会
に
し
て
、
編
入
に
関
す
る

調
査
を
行
な
い
、
二
月
五
日
、
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
編
入
の
議
決
を
し
た
。
同
月
一
六
日
、

県
へ
正
式
に
清
里
村
編
入
の
申
請
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
賛
否
両
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
県
へ
陳
情
し
、
反
対
派
は
ビ
ラ
配
付
、
役
場
仮
事
務
所
の
設
置
、
賛
成
派
は
長
洲
町

商
品
の
不
買
同
盟
の
結
成
等
を
行
な
っ
た
。
県
は
、
賛
否
両
派
代
表
の
会
合
を
開
く
な
ど
し
て

解
決
に
努
力
し
、
六
月
一
七
日
に
至
っ
て
、
両
派
は
、
よ
う
や
く
住
民
投
票
に
つ
い
て
の
協
定

書
」
に
同
意
し
た
。
す
な
わ
ち
、
清
里
村
九
部
落
の
う
ち
、
荒
尾
市
編
入
に
問
題
の
な
い
、
牛

水
中
、
牛
水
上
、
水
島
、
小
野
を
除
く
、
高
浜
、
建
浜
、
堀
崎
、
梅
田
、
牛
水
下
の
五
部
落
に

つ
い
て
は
、
部
落
ご
と
の
住
民
投
票
に
よ
り
、
長
洲
町
、
腹
赤
村
、
六
栄
村
と
の
合
併
に
三
分

の
二
以
上
の
賛
成
が
あ
れ
ば
分
村
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
前
記
協
定
に
よ
る
投
票
の

結
果
、
梅
田
、
建
浜
、
堀
崎
地
区
の
長
洲
地
区
へ
の
分
村
が
決
ま
っ
た
。 

二
六
日
、
荒
尾
市
、
清
里
村
の
両
議
会
は
、
六
部
落
の
荒
尾
市
編
入
に
関
す
る
議
案
を
可
決

し
、
一
方
、
長
洲
町
議
会
も
同
日
、
三
部
落
の
長
洲
町
編
入
を
可
決
し
、
県
議
会
の
議
決
を
経

て
、
昭
和
三
〇
年
七
月
二
〇
日
、
そ
れ
ぞ
れ
荒
尾
市
お
よ
び
長
洲
町
に
編
入
さ
れ
た
。 

 

３ 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項 

清
里
村
有
財
産
処
分 

第
一 

中
学
校
、
小
学
校
、
保
育
所
の
敷
地
建
物
（
付
属
建
物
、
工
作
物
、
教
、
保
育
資
材

一
切
を
含
む
）
は
荒
尾
市
、
長
洲
町
双
方
の
共
有
と
す
る
。
た
だ
し
、
持
分
は
清
里
村
の

分
割
区
域
、
人
口
、
保
育
児
、
児
童
、
生
徒
数
の
割
合
に
よ
る
。 

付
帯
条
件 

（
一
） 

荒
尾
市
、
長
洲
町
は
共
有
物
を
中
心
と
し
て
市
町
の
一
部
事
務
組
合
を
組
織
、

従
来
の
用
途
に
従
い
教
、
保
育
の
管
理
を
な
す
。 

（
二
） 

組
合
議
会
議
員
の
数
は
、
双
方
同
数
と
す
る
。 

（
三
） 

組
合
費
は
、
教
、
保
育
児
童
及
び
生
徒
数
の
割
合
に
よ
り
双
方
の
負
担
と
す
る
。

 

（
四
） 

荒
尾
市
、
長
洲
町
は
、
保
育
所
の
管
理
は
、
教
育
委
員
会
に
、
学
校
は
組
合
に

委
任
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
五
） 

組
合
は
、
共
有
物
の
分
割
と
共
に
解
散
す
る
。 

共
有
は
昭
和
三
一
年
三
月
末
日
ま
で
と
し
、
持
分
の
分
割
は
不
可
分
物
と
し
て
そ
の

帰
属
は
双
方
協
議
の
上
決
定
す
る
。 

第
二 

役
場
敷
地
並
に
建
物
、
住
宅
建
物
は
長
洲
町
に
移
譲
す
る
。
た
だ
し
、
器
材
は
双
方

協
議
の
上
分
割
を
決
定
す
る
。 

第
三 

村
有
敷
地
は
長
洲
町
に
移
譲
す
る
。 

第
四 

村
有
山
林
お
よ
び
基
本
財
産
（
現
金
お
よ
び
有
価
証
券
）
は
荒
尾
市
に
移
譲
す
る
。 

第
五 

消
防
器
材
お
よ
び
諸
物
品
は
現
地
保
管
の
通
り
分
割
す
る
。 

第
六 

起
債
債
務
の
年
次
負
担
は
第
一
号
（
三
）
の
例
に
よ
り
組
合
に
お
い
て
処
理
し
、
共

有
分
割
、
組
合
解
散
の
際
の
残
額
は
第
一
号
本
文
の
例
に
よ
る
。 

清
里
村
の
要
望
事
項 

一
、
事
実
上
の
要
望
事
項 

１ 

道
路
の
新
設
お
よ
び
改
修 

下
井
手
、
長
洲
線
の
桜
山
を
経
て
長
洲
駅
に
通
ず
る
道
路
の
新
設
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル 高

浜
部
落
よ
り
、
牛
水
に
至
る
道
路
新
設
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

清
里
村
中
央
線
の
改
修 

水
野
よ
り
梅
田
を
経
て
長
洲
駅
に
通
ず
る
道
路
の
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
改
修 

牛
水
中
区
よ
り
吸
田
の
農
道
改
修
一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル 
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元
有
明
蔵
満
よ
り
牛
水
三
区
に
至
る
農
道
一
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
改
修

牛
水
海
岸
線
の
新
設
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

浦
川
菜
切
川
改
修
事
業
す
る
。

２　

小
学
校
の
建
築

二
、
そ
の
他
の
要
望
事
項

 
 

中
学
校
は
出
来
る
限
り
現
状
維
持
、
学
区
制
改
革
の
場
合
は
清
里
村
地
区
に
新
設
の 

 

こ
と
。

２ 
 

清
里
村
役
場
を
清
里
支
所
に
位
置
す
る
こ
と
。

１

４　

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

市
村
名

長

助 
 

役

収 
入 

役

議 
 

長

副 

議 

長

荒
尾
市

清
里
村

坂
田 

 

昌
亮

島
田 

 

一
馬

鍬
崎 

 

住
八

池
田 

 
 
 

昇

古
閑 

 

幹
士

宮
脇 
 
 
 

栄

田
添 

 

国
男

宮
田 

 

孝
治

関
島 

 

増
男

田
上 

 

春
次

５　

合
併
時
の
関
係
市
村
の
現
況
表

−910−

区

分

人

口

戸

数

面

積

人戸

平
方
粁

業

態

生

業

の
割
合

そ
の
他

の
業
態

商
工
業

そ
の
他

計

農

業

そ
の
他

人人人人人

中

学

校

高

等

学

校

官

公

署人

計

鉱

工

産

会
社
、
工
場
、
事
業
場

生

産

額

農

産

そ

の

他

計

千
円

千
円

千
円

千
円

国

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

千
円

千
円

県

税

納

税

額

千
円

市

町

村

税

納

税

額

千
円

資
本
金
五
百

万
円
以
上

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
)

荒

尾

市

関

係

市

村

荒

尾

市

清

里

村

都
市
的

業

態

中
学
校
以

上
の
学
校

三
、
一
九
七

五
七
一

四
・
一
九

八
二
五

一
、
〇
五
九

一
、
八
八
四

三
、
〇
〇
三

一
二

三
、
〇
一
五〇

三
、
六
二
〇

一
三
、
二
六
四

五
四
、
七
二
九

一
、
四
九
五

五
六
、
四
六
三

二
三
三

五
、
四
三
一

共
有
一

二
三
九

六
六
、
〇
一
九

一
三
、
四
九
四

五
九
・
〇
五

三
五
、
七
九
二

一
七
、
八
四
八

五
三
、
六
四
〇

一
二
、
一
四
〇

二
三
九四

一
二
、
三
七
九

二
三

三
〇
五
、
一
七
一

一
九
四
、
二
二
七

二
、
三
二
四
、
三
〇
七

一
九
、
六
九
五

三
九
四
、
六
五
六

四
四
、
一
七
八

一
一
一
、
二
四
九

六
九
、
二
一
六

一
四
、
〇
六
五

六
三
・
二
四

三
六
、
六
一
七

一
八
、
九
〇
七

五
五
、
五
二
四

一
五
、
一
四
三

二
五
一四

一
五
、
三
九
四

二
三

三
五
九
、
九
〇
〇

一
九
五
、
七
二
二

二
、
三
八
〇
、
七
七
〇

二
三
、
三
一
五

四
〇
七
、
九
二
〇

四
四
、
四
一
一

一
一
六
、
六
八
〇

一
、
八
二
五
、
一
四
八

共
有
一

〇

一

一

〇

一

一

一
、
八
二
四
、
九
〇
九
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